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は　じ　め　に
　世間で，学校英語は役に立たないということ
がよく言われる。このことは，学校英語教育廃
止論に連なる。今日，それは単なる議論にとど
まらず，中学校英語週三時問制という形で実施
化されるに及んでいる。しかるに，この制度の
実施は，まぎれもなく英語教育界を混乱させて
いる。この政策の意図が，教育制度としての観
点から理にかなったものであるか否かは今後さ
らに検当の要することであるが，昭和56年4月
以来，公立中学校の英語授業時間数が強制的に
週三時間に削減されたことが，結果として現在
の学校教育に大きな混乱をまきおこしていると
いう事実は認めねばならないだろう。しかもこ
の混乱は，制度が変ったときに過渡的に生じる
一時的なものとは思えないのである。その原因
は，単に表面的なものではなく，想像以上に奥
深いところにあると思われる。その根底には，
文部省が予測しなかったような，日本の社会構
造や日本人の精神構造などと関連のあるさまざ
まな問題が，錯綜しあっていると思われる。
　本稿は，学校英語と実用英語に関連した諸問
題について考察し，今後，学校における英語教
育をどのように進めていったら良いかについて
の示唆を与えるために，その論を展開するもの
である。次の目次に従って論述するが，本号
で記載するのはIとπである。皿と］Vは次号
（『阪南論集』人文・自然科学編，22巻，4号）
に記載する。
　　貝　次
I　英語教育存廃論争
　　平泉・渡辺論争
　　戦前の論争
I［　日本人と英語
　1、日本人にとって英会話とは何か
2．我が国の言語状況の特殊性
　3．日本人は西洋語にどのように接してきたか
皿　学校英語と実用英語
　I．実用英語とは何か
2．学校英語は何ぜ必要か
　3．大学入試と英語
　4．いかにして学校英語と実用英語を絡合させる
　　か
w　国際社会と英語教育
　1．日本を孤立させてはならない
　2、少数者だけ英語ができれば良いのか
　3．安全保障としての英語カ
　Iでは，平泉・渡辺論争に焦点をあてつつ，
英語教育存廃の是非について考察する。これま
での英語教育存廃論争の問題点は，それぞれが
学校英語と実用英語の差異を強調することによ
って，ますます両者の亀裂を深めていることで
ある。
　はたして学校英語と実用英語はそれほど次元
の異なるものなのであろうか。現在，両者に何
んらかの差異が生じていることは認めざるを得
ないかも知れない。しかし，その差異が生じる
に至った源泉を探ってみると，その差異は，世
間で言われているように，学校英語教育が原因
で生じたとは考えられないのである。また，そ
れは，世間で考えられているほど根本的なもの
ではなく，今後，学校教育において両者を融合
することは可能だと思われる。lIにおいては，
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両者の差異の源泉を探るために，これまでの，
日本人と英語との係わりあいについて考えてみ
る。
　皿においては，世間で実用英語と言われてい
るものの実態を明らかにする。また，いかにし
て実用英語を学校英語教育に同化させるかにつ
いて考える。言語の習得には何んらかの強制力
が必要であるが，その点に関して，大学入試課
目としての英語の存廃についても考えてみる。
］Vでは，国際社会において日本を孤立させない
ために，今後，英語教育をどのように進めてい
くべきかについて考察する。
I．英語教育存廃論争
　1．平泉・渡辺論争
　昭和49年4月，「外国語教育の現状と改革の
方向」と題する一つの試案が，自民党の政務調
査審議委員で参議院議員である平泉渉氏によっ
て提出された。平泉試案は英語教育界に衝撃を
与えた。しかしまだその当時は，多くの英語教
育関係者は，それは単なる一つの意見にすぎな
いとたかをくくっていた。まさかそれが具体化
するとは思っていなかった。ところが中学校英
語週三時間制が実施されるに及んで，英語教育
界は，平泉試案の意図した方向へと変革をせま
られることになったのである。
　当時，雑誌『諸君！』（昭和50年4月号～10
月号）誌上において，平泉氏と渡辺昇一氏（上
智大学教授）との問で，平泉試案をめぐって外
国語教育に関する論争が行なわれ，各界に大き
な反響をよんだ。平泉案は実は英語振興案なの
であるが，たいていの人は英語教育廃止案と受
け取った。それほど，この試案における学校教
育に対する批判が，強烈なものだったのであ
る。平泉氏の意見は，我が国の学校英語教育は
ほとんど効果がなく時問とエネ〃ギーの無駄で
あるから，皆が英語の勉強をするのでなく，少
数の英語のエキスパートを育てた方が能率的で
あるというものである。これに対して渡辺氏
は，学校英語教育は，それが直接には実用性に
結びつかないものであっても，すべての日本人
が行なうに価するものであるという意見であ
る。
　これからの英語教育における最大の課題は，
いかにして学校英語と実用英語の差をなくすか
という事であろう。しかるに平泉・渡辺論争に
おいて，両氏はいずれも学校英語と実用英語を
別物としている。渡辺氏は，学校英語は実用英
語とは別物であり，別物であるが故に価値のあ
るものであるから，あくまでも別物として扱う
べきであるという意見である。平泉氏は，いま
必要なのは実用英語なのであり，それと別物で
ある学校英語は廃止すべしという意見である。
　渡辺氏は「伝統文法と英文解釈と作文を中心
にした教室英語と，ひたすら生きた役に立つ英
語を求める課外英語を分けよ」（平泉渉・渡辺
昇一，『英語教育大論争』，文芸春秋，1975，p．
190）と主張されているが，実用英語を課外活
動にしてしまうことは，ますます実用英語を学
校英語から遠ざけることになる。それだけでは
なく，学校英語教育における実用英語の軽視に
つながり，結果的には，学校における実用英語
廃止論になってしまうのではないか。やはり，
学校において，学校英語だけでなく実用英語を
も学習させる何んらかの強制力が，必要と思わ
れ孔（言語学習における強制力の必要性につ
いては，皿の3「大学入試と英語」で述べる。）
　平泉氏の学校英語に対する不信感には根強い
ものがあ孔氏の意見は，学校における英語教
育をただちに全廃しようとするものではない
が，英語を義務教育の対象からはずし，高校に
おいて選択制にし，大学入試課目から除くとい
うことは，結果的には，従来の学校英語教育と
いうものを廃止することを意味する。
　こと受験英語に関して，両氏の意見は極論に
達する。渡辺氏の提案は，教養としての学校英
語教育を貫く立場から，入学試験の英語のため
のテキストをあらかじめ大学側が指定してお
き，その中から出題するというものであり，す
べての受験生が四福音書を精読したりシェイク
スピアの名文旬を暗記したりするというもので
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ある。（r英語教育文論争』p．180）平泉氏は学
校英語は廃止すべしという意見であるから，当
然，英語は入試課目からはずされることにな
る。これらの提案は，学校英語と実用英語を別
物とする両氏の考えを押しすすめれば，その結
果として必然的に生じてくるものと考えること
もできる。しかし，学校英語と実用英語を融合
させる立場に立って，もっと別の観点から，入
試英語問題について考察することはできないだ
ろうか。平泉氏は「受験英語につよくなるとい
うことは，会話ができなくなることを意味す
る。」（『英語教育大論争』p．64）とまで言いき
っておられる。もし現在の受験英語がそうだと
言うのであれば，なぜ，入試課目から英語をは
ずすのではなくて，受験生に英会話を勉強させ
るような入試英語問題を作成するという方向に
改革しないのか。それは技術的に不可能なこと
であろうか。（入試英語問題の改革については，
皿の3，皿の4で述べる。）
　平泉・渡辺両氏の意見はそれぞれ多少の飛躍
があるように思われる。というより，論争をお
もしろくするために，御自身の考え以上のこと
を述べてあえて極論にしておられるふしがあ
る。そもそも，この論争においては，出版杜の
要望によって，両氏の意見が一致してはならな
いのかも知れない。最初から第三者によってそ
のように構成された論争であるという感じもす
る。両者は最初から異った結論を前提としてい
るのであり，この論争は，それぞれの結論を導
くためのレトリック合戦であるとも言える。こ
の種の議論は，どちらが正しくてどちらが正し
くないかということを決定しがたい。それぞれ
の価値感の相異あるいは立場の相異としか言い
ようがない。この論争は，学校英語と実用英語
を別物とする限り，両者に接点を見い出すこと
はできないのであり，　らちがあかないのであ
る。
2．戦前の論争
平泉・渡辺論争によく似た論争は戦前にもあ
った。以下の論述は，『岩波講座，現代教育学
7：言語と教育1I』（1961）第W章の石橋幸太
郎「英語教育の歴史と反省」pp．22－3に基づ
く。なお，英語教育存廃論争については，上記
の書以外に，『現代の英語教育1：英語教育問
題の変遷』（研究社，1979）の川澄哲夫「英語
教育存廃論の系譜」pp．92－136および『英語
教育史資料，第2巻：英語教育理論・実践・論
争史』（東京法令出版，1980）の第3編「英語
教育の論争史」第6章「英語科問題」pp．730－
771が参照になる。
　昭和2年，雑誌『現代』に，当時の東京帝国
大学教授藤村作博士が「英語科廃止の急務」と
いう論を発表して，社会に大反響をまき起こし
た。氏はその理由として，（1〕日本はもはや西洋
文化をあわてて取り入れる必要のないほど進歩
発展していること，12〕外国語に費やす時間と労
力に比して実績があがっていないことをあげ，
（3にの無駄な時問をもっと有益な課目にふりあ
てること．14〕必要な外国語は国に翻訳局を設け
てそこで訳出することを提案した。これに対し
て英学界を中心として諸家が反論したが，その
主旨は次のようにまとめられる。li）もはや外国
から学び取るところはないというのは，うぬぽ
れであり独善主義である。（ii〕外国語を学ぷこと
によって，国際精神，共存共栄の精神を育てる
ことができる。（iii〕英語教育の実績があがらない
という非難は，英会話ができないとか，英語の
手紙が書けないということを言っているようで
あるが，英語教育の目的は，他の学科と同様，
普通教育として基礎的な知識や技能を授ればよ
いのであって，ただちに役立たないからといっ
て責めるのは不当である。（iV）実用価値のほかに
教養価値のあることを見落してはならない。
　上言己の英語科の廃止ξ擁護の論争は，平泉・
渡辺論争と酷似している。廃止論の11〕は，我が
国はこれまで西洋に一刻も早く追いつくために
性急に西洋文化の摂取に努めてきたが，いまや
もうその必要はないという考えである。平泉案
には直接そのような言及はない。しかし若干そ
のようなニュァンスは感じられる。渡辺氏は，
平泉案が海外からナショナリズムの復活とし
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て警戒されていることを指摘しておられる。
（r英語教育大論争」p．236）
　廃止謝2）／3）はそのまま平泉氏の意見でもある
と言える。（3〕については，戦前には，「外国の
言葉で苦ませる時問があるなら畠へ出して芋を
植えさせる」ことだというような意見もあった
が，今日の廃止論者は，さすがにそのようなこ
とは言わないが，中学校英語週三時問制におい
ては，それは「ゆとりのある教育」という大義
名分にすりかえられている。しかしそれは，実
際には塾通いという形で顕在化することによっ
て，学校教育の混乱の一因となっている。（4〕
は，限られた数の英語の実用能力者を育てると
いう平泉案と，少数精鋭主義，専門家育成主義
という点で一致している。藤村案で翻訳局とあ
るのが平泉案では英語実用能力者となっている
のは．時代の要詰の変化によると考えられる。
　擁護論（i〕は，廃止謝1〕に対する反論である。
擁護論（ii）は余りにも当然のことである。古今東
西，外国語の学習が国際精神を育て共存共栄を
はかるために大切なことに異議を唱える人はい
ないだろう。我が国は地理的文化的に孤立しが
ちなのでこの事はとくに重視すべきである。こ
の事が自明の理であるにもかかわらず，当時の
政府は，これを無視して独善排他の方向に進み
つづけた。それは反省すべきことであり，再び．
くり返えしてはならないことである。
　擁護論1iii）は，渡辺氏が「頭脳の基礎訓練」
「潜在能力の開発」という言葉で述べておられ
るものである。渡辺氏によると，学校英語教育
が本筋とするべきことは，この潜在能力の開発
であり，これは顕在化された能力としての語学
力とは区別されるぺきものである。（C£『英語
教育大論争』pp．88－94）擁護論㈹も渡辺氏が
くり返えし述べておられることである。「教養」
か「実用」かの問題は，戦前戦後を通じてこれ
までの英語教育存廃論争の議論の中心であった
と言える。「教養」に重きを置く人が，英語を
通して英語国民の考え方を学ぷということを強
調するのは良いが，それだけに逃げ込んでしま
ってはならないだろう。「実用」に重きを置く
人が，実用英語の必要性を楯にして学校英語廃
止論を主張するのも誤っている。これまでめ英
語教育存廃論争の多くは，結果的には学校英語
と実用英語の差を拡大するものとなってしまっ
ている。いま考えねばならないことは，いかに
して両者を融合させるかということである。
皿．　日本人と英語
　1．　日本人にとって英会話とは何カ、
　日本人は，英会話というものに特別な感情を
持っていると言われる。その感情にはさまざま
なニュアンスがある。渡辺昇一氏は，「『アメリ
カの進駐軍の前に出して通用するかどうか』が
戦後の日本人のメンタリティを大いに左右した
と思う。」「日本の大学の英文学や英語学の大先
生たちが進駐軍の若い兵士を前にして初等会話
すらできなかった姿を見てしまったので，…
・。」「日本の英語教育もアメリカから来たr進
駐軍』の前にはかたなしであったのである。」
（r英語教育大論争』p，16）と書いておられる。
富岡多恵子氏は，著書『「英会話」私情』の冒
頭で次のように書いておられる。
　「英会話」というのは，日本独特の大衆文化
　のひとつである。
　「英会話」には「英語の学習」，あるいは「英
　語を話すこと」の謂だけでなく，特殊な意味
　あいがこめられている。
　r英学」や「英語」は，敗戦によって「英会
　話」という大衆文化になった。
　「英会話」の最初の勇敢な実践者は，パンパ
　ンガールだった。彼女たちは「英語」でなく
　生きるために「英会話」が必要だった。
　　　　　　　　　・中略……
　「英会話」は敗戦によって生れた文化である。
　「英会話」のあるうちは，したがってまだ戦
　後であるともいえる。
　上言己のような感情は，戦後世代の者には余り
ピンとこないかも知れないが，戦争体験のある
人や，何んらかの形で終戦直後の日本社会の雰
囲気を体験している人には，大なり小なり心の
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中に存しているのであろう。進駐軍の前で学校
英語がかたなしであったということ自体ショッ
クであっただろうが，それが，敗戦という状況
下であっただけに，そのショックはより拡大さ
れ，その印象が強かったと思われる。敗戦の屈
辱的な心情と入れまじって，それまでの英語教
育に対する否定的な見方が生じたかも知れな
い。それと同時に，英会話というものに，人々
は羨望と屈辱の混った妙な気持で接したであろ
う。
　しかし，敗戦ということだけが，日本人に，
英会話に対する特殊な感情をいだかせる原因で
あったのだろうか。その特殊な感情は，戦前に
も存したし，戦後世代の若者達にも存している
と思われる。今の若者達は，もはや英会話に進
駐軍やパンパンガールのイメージをいだくこと
はないだろう。その特殊な感情の原因は他にも
あると考えられる。
　1～2ケ月，外国（英語圏）を旅行して（日
本人ばかりが団体で行くパック旅行ではない）
日本へ帰ってくると，空港に着いた瞬間から英
会話に対する特殊な感情は始まる。旅行中は，
英語は生活上どうしても必要なものであり，ほ
とんど意識せずに使っていた。ところが，日本
に帰ってくると，英語に対して妙に意識的にな
ってしまう。周囲の状況がそうさせるのであ
る。たまたま外国人が道に迷っているような場
面に遭遇したとする。自分としては，親切心か
ら道を教えてあげたい。ところが，外人と喋っ
ていると周囲の日本人が意識的にこちらを見
る。すると自分も意識的になり，まるで何か特
別なことでもやっている様な気持になる。外国
に居る限り，英語は普段着の様なものであっ
た。皆が普通に着ているものであるし，自分も
意識せずに着ている。ところが日本に帰ると，
英語は，あまり人が着ていないちょっとめずら
しいファッションの服装の様になってしまう。
見せびらかすつもりでなくても，どうしても目
立ってしまう。
　目立ちたい人と目立ちたくない人がいる。目
立ちたい人にとって，英会話は目立つための恰
好のものである。最近，若者達に英会話学校が
ますます人気をよんでいると言う。朝日新聞の
コラムは，それはファッションとしての英会話
志向によるものと分析している。日本にいる限
り，一般の人がどうしても英語を喋らなけれぱ
ならない場面に遭遇することはほとんどない。
人前で英語を喋べるというのは，目立ちたくな
い人にとってはどうも気恥しくてにがてである
が，目立ちたい人にとっては，それは格好良く
て快感なのである。このように，日本における
英会話は，あくまでもファッションであり，趣
味の問題なのである。喋べる内容など余り問題
にならないのかも知れない。むしろ，外人ぽい
発音をしてそれなりの雰囲気を出すことが重要
なのかも知れない。
　ファッションとして英会話をたしなむ人にと
って，英会話はしょせん身だしなみにすぎな
い。なんとなく雰囲気を味わえば良いのであ
り，余り深入りして時問を費やすべきものでは
ないであろう。ところが，趣味が高じて英語狂
になる人がある。英語を，単なるファッション
ではなく，英米人にも負けないほどできるよう
になるというのは，かなり努力の要することで
ある。日常生活において英語を必要としない我
が国で英語を訓練するというのは，一種の精神
鍛練でもある。松本道弘氏は，我々にとって英
語とは，」柔道や剣道などと同じく，「英語道」
という一つの「道」だと主張しておられる。こ
のような考え方が成立すること自体，我が国独
自の現象である。我が国では，英語は日常生活
に必要のないものであるから，日常性を離れた
ところで純粋に，他者との競争あるいは自分自
身の精神鍛練の対象となりうる。君の英語は初
段だ，そこまでできれば三段だということにな
るのである。受験英語なるものにもこれとよく
似た原理が存していると考えられる。
　以上に述べたように，日本人は，英語とくに
英会話というものに，さまざまな感情をもって
いる。それは，ある人にとってはあこがれであ
り畏敬の念をもって接するべきものである。ま
た他方においては，それに屈辱を感じたり蔑視
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したりする人もある。それをファッションとし
て軽く受けとめる人があれば，英語道として重
々しく受けとめる人もある。これらの態度はそ
れぞれ異っているように思える。しかし，互い
に矛盾しあっているようで，実は有機的につな
がっているのである。すべては，窮極的には，
我が国の言語状況の特殊性ということに集約で
きるであろう。
2．我が国の言語状況の特殊牲
　日本においては，日本人のすべてが日本語を
喋っている。このことは我々日本人にとっては
あたりまえのことかも知れないが，実はほとん
ど奇跡的とも言えるぐらい特殊なことなのであ
る。単一民族が単一国家で単一言語を使ってい
るというのは，世界中で非常にまれな状況であ
る。言語状況としてはまさにパラダイスであ
る。我々は，このパラダイスに慣れすぎてしま
っているために，世界の各国の普通一般の言語
状況というものを実感することができない。
　一つの国家の中で，いくつかの民族が，それ
ぞれの言語を使って共存しあわねばならないと
いう状況においては，しばしば各言語の間に葛
藤が生じる。支配者がもたらした言語によっ
て，母国語が抑圧されたり消減に瀕したりする
こともある。イザヤーベンダサンの『日本人と
ユダヤ人』に，「日本人は安全と水は無料で手
に入ると思いこんでいる」という記述がある
が，ここに「言語」を付け加えることができる
と思う。どうも日本人は，日本語をタダで使っ
ていて，それを当然のことと思っているようで
ある。日本という，地理的・民族的そして言語
的に同質的な社会においては，言語は，あえて
意識的にならなくても，ごく自然に機能してく
れるのである。日本人にとって言語とは，あた
かも水や空気の様なものなのである。それは実
際には非常に大切なものであるのに，普段はそ
のことを忘れてしまっており，勝手に自分の身
のまわりにはべらせておけば良いとでも思って
いるのである。日本人以外の大多数の人々にと
って，言語とは，常に彼等の意識的な管理あ下
に置かれるべきものであり，ほっておけば，他
者によって葬り去られる可能性をもったものな
のである。
　バベルの塔の話は，口本人には余りピンとこ
ない。神が，人間社会に混乱を生じせしめる為
に，それまで一種類の言語しかなかったのを，
何種類もの言語に分裂させたという話である
が，ある日突然，何種類もの異った言語がぷつ
かりあうようになり，その為に人問社会に混乱
が生じるようになったという発想が，日本人に
はピンとこないのではないか。世界にたった一
つの言語しかなかったとしたら，世の中には争
いも少なくなるだろうし，もっと平和であるの
に，なぜ相互に異なった言語というものが存す
るのであろうか。隣りの人は自分達と異なった
言語を喋っており，それがいつもトラブルの原
因となっているのに，なぜそのような不条理が
この世に存しているのか。それは，古代人にと
ってはまさに疑問だったに違いない。聖書のこ
の一節は，それに答えるために創られた一つの
アレゴリカルな説明と考えられないだろうか。
彼等は，バペルの塔の一件があった以前には，
言語と言語の葛藤の存しない理想的な状況があ
ったと空想したのであるが，日本人が日本とい
う国で日本語を使っているという状況はまさに
その理想的な状況なのである。
　日本人が日本という言語の理想郷に居る限
り，目本語以外の言語を喋る必要はまったくな
い。英会話学校へ行ったり街角で外人相手に英
語を喋ったりするというのは，目常性からの遊
離であり，あたかも，都会生活の便利さに飽き
た人が，わざわざ不便さを求めて山奥ヘキャン
プに行くようなものである。この日常生活から
の遊離を格好良いと思う人もあれば，馬鹿らし
いと一患・う人もある。軽々しく受けとめる人もあ
れば，重々しく受けとめる人もある。それぞれ
の受けとめ方の違いは，趣味の問題である。し
かしすべては，窮極的には，我が国の言語状況
の特殊性という共通の原理から発っしているこ
とである。
　我が国の言語状況はパラダイスである。しか
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し我が国が鎖国を行いうるのでない限り，その
理想郷に安住しているのは危険である。ますま
す国際化の高まっている今日，多くの日本人
は，一生に一度はこの理想郷の外へ出る機会に
遭遇するであろう。また，この理想郷自体，い
つ他の言語圏からの干渉を受けないとも限らな
い。日本の場合，この理想郷が余りにも完壁な
ので，日本語が他の言語によって侵され消滅さ
せられるということはほとんど考えられない。
しかし，他の言語を排斥して他の言語圏から孤
立するのは政治的に危険である。それはすでに
第二次大戦のときに体験したことである。
　先に，日本人は日本語をただで使っていると
いう事を述べた。それでは我々は日本語の使用
料をどのように支払えばよいのか。世界各国の
一般的な言語状況であれば，できるだけ他国語
に干渉されないように努め，自国語にナショナ
リズムの精神を投影して，できるだけ自国語を
純粋なものに保っておくということかも知れな
い。しかるに日本の場合はまったく言語状況の
次元が異なる。我が国の場合，むしろ日本人全
員ができるだけ何んらかの形で外国語体験をす
ることが必要である。
　外国語を学習することによって日本語の使用
料を支払うというのは，逆説的に聞えるかも知
れない。他国であれば外国語の不当な干渉を受
けるのではないかと懸念するところであ乱し
かし我が国の場合，臼本人全員がいくら熱心に
英語を勉強しても，英語が日本語に取ってかわ
ることはあるまい。広告文などに横文字が多く
使われるが，多くは一過性であり，ごく適切な
表現だけが淘汰されて正式な日本語として認め
られるのであり，よく心配されているように，
それらの横文字が日本語の世界を不当に干渉し
ているとは思えない。たとえ干渉があったとし
ても，それは非常に表層的なものである。目本
人が外国語を学習するべきであるのは，そうす
ることによって各人の日本語および日本に対す
る自覚をうながし，世界における日本の孤立化
を防ぐことができるからである。
　外山滋比古氏は，『日本語の論理』（中央公論
社，1973）p．169に，「国民の心に根づいてい
るアイランド・フォーム（島国形式）の弊を語
学によって何とか改めるのである。外国といえ
ばやみくもに飛びついたり，逆に，外国のもの
はすべてけしからんと排斥したりするような外
国アレルギーを取り除くことを目ざすのであ
る。それには，外国語によって，『異質なもの』
（foreigmess）に対する，免疫と抗性をどうし
たらつくることができるかを考えなくてはなら
ない。」と書かれている。外山氏は，同じ日本
人が，それまで外国に強くあこがれていたの
に，ちょっとしたきっかけで急に豹変して外国
嫌いになるケースが多いと述べておられるが，
その様な豹変が超こりやすいのは，’外国に対す
る好き嫌いが，我が国の言語状況の特殊性に起
因した，外国語および外国文化に対する意識過
剰という，同一のエネルギーに発しているから
である。臼本人は，外国語および外国文化に対
して良い意味でも悪い意味でも過敏な意識をも
っている。明治以来，豊かな翻訳文化が形成さ
れたのは，その過敏な意識が，良い意味で一つ
のエネルギーに昇華した結果かも知れない。急
に外国嫌いになって偏狭なナショナリズムに閉
じこもるようになるのは，悪い意味での意識過
剰である。悪質な外国アレルギーは，今日のよ
うに国際化が進んでいなかった時代において
は，その弊害も少なかったかも知れない。しか
し今日においては，そのような外国アレ〃ギー
はできるだけ取り除かなければならない。そし
て，その最も有効な手段は，外山氏も指摘され
ているように，外国語を学習することであろ
う。
・3．　日本人は西洋語にどのように接してきた
　　か
　我が国の学校の教科書は臼本語で書かれてい
る。これは我々にとってはごく当たり前のこと
である。しかしこの事も，ほとんど奇跡的と言
えるぐらいの事なのである。小沢有作氏（都立
大学教授）は，毎目新聞（1979．7．ユ2）紙上に
次のように書いておられる。
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　　学校は文字文化を介して成立する。アフリ
　カにおける学校は，外来者の手で，その文字
　文化を内容として，普及していった。学校の
　言語・文化と，家庭・地域の言語・文化は隔
　離して，二重構造となった。学校は言語・文
　化の境界線を引いた。アフリカの子どもにと
　って，学校へ通うとは，部族の言語・文化を
　捨てて外来の言語・文化を学ぷことであっ
　た。学校の通信簿は，その子がアフリカに対
　して異邦人となっていく歩みを測る尺度にほ
　かならなかった。
　よく，中近東や東南アジアの人に，日本の学
校では何語が使われているのかという質問を受
ける。もちろん目本語にきまっている訳だが，
彼等はそのことをうらやましがる。信じがたい
といった顔つきで見られることもある。あるヨ
ルダン人の青年の語ったところによると，自国
の大学で使われる言語はだいたい英語であり，
文学や歴史の場合はアラビア語も用いられる
が，自然科学になればアラビア語で勉強するの
は不可能ということであった。アラビアには独
自の数学の歴史もあるのに，何ぜか，近代の欧
米において発展した自然科学を，自国語に置き
かえて表現することができないのである。
　しかし我が国でも，明治の初期においては，
学校の授業が英語で行なわれていた。テキスト
が英文であっただけでなく，先生の多くが英語
で講義したのである。（当時の開成学校（東京
大学の前身）は，外人教師ばかりで，日本人教
師は数えるほどしかいなかった。）ところが，
明治時代の先人達は，西欧の文化を取り入れる
際に，西洋の学問芸術の諸概念をかたっばしか
ら日本語で表わした。（早くも明治16，7年ご
ろには，大学において，英語による授業はもは
や行なわれなくなってきていた。）すなわち，
それまで我が国になかった概念を，漢字を組み
あわせて新しい単語を作り出すことによって表
わしたのである。例えば，“democracy”とい
う英語は今日「民主主義」と訳されているが，
．この訳語に到達するまでには色々な訳語が試み
られ，時には「下剋上」などと訳されたことも
あったらしい。そしてその結果として，それら
の訳語の中で最終的に「民主主義」という訳語
が定着したのである。そう言えば，日本の歴史
をふりかえって見たとき，どの時代において
も．人民が自力で共同体というものを形成した
ということがない。したがって，民主主義とい
う概念もなかったわけである。よく，日本人は
民主主義をはきちがえているという様なことが
言われるが，我が国には，もともとそういう概
念が無かったのである。
　よく，学者連中で，翻訳書はしばしば誤解を
生むとか，原書を読んだほうが解りやすいとい
うようなことを言う人がある。日本人は，西洋
諸科学の知識を日本語に置きかえることによっ
て西洋の文化を取り入れてきたのであり，ま
た，そうすることによって，単に西洋のものを
西洋のものとして把握するだけでなく，さら
に，我が国独自のものへと発展させてきたので
ある。もとの概念と多少ずれていることもある
だろう。また，原語ではなんでもないような日
常的な言葉であったのが，翻訳されたときには
必要以上にむずかしそうな表現になってしまっ
たこともあろう。しかし，もともと外国語にし
かなかった概念を，日本語の体系の中に取り入
れて発展させたということ自体は，まったくす
ばらしいことである。まさに離れわざである。
　夏目漱石は，我が国がこのような翻訳文明を
発展させたことを高く評価し，かつてあらゆる
科目を英語の教科書を使って教授していた頃と
比べて，日本人の英語力が衰えたとしても，そ
れは「日本の教育が正当な順序で発達した結果
で，一方から云ふと当然の事である。」と述べ
てい乱（夏目漱石「語学力の養成に就いて」，
r学生』（1911年ユ，2月）に掲載，『漱石全集』，一
r英語教育吏資料2巻」に所収）何ぜ我が国に
おいてはこのような翻訳文明を発展させること
ができたのであろうか。漢字にイメージを視覚
的に定着させる機能があり造語性が豊かであっ
たことなど色々な原因が考えられるが，我が国
の言語状況の特殊性という面にしぼって考察し
てみる。
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　そもそも日本人は，東南アジアやアフリカ等
の人々とは西洋語との接し方が異なっている。
彼等は，主として日常的なレベルにおいて英語
と接してきた。πの1で，日本人は英会話に対
して普段着というより特別なファッションの服
というイメージをもっていると述べたが，日本
人は日常性を越えたところで英語に接してきた
と言える。結果として，我々は，西洋人の言葉
に畏敬の念をもって接し，あたかもそれを神棚
にまつりあげるかのように扱ってきた。文法規
則は忠実に守らねばならないものであり，これ
を誤ったりすることは非常に恥ずべきことと考
えた。これは，英語の文法をまったく無視し，
英単語を我流に並べ，土着の言葉の文法に英語
をしたてなおすことによって発展させたピジン
イングリッシュなどとは，まことに対照的であ
る。日本人は，「私はこの本を読みたい。」とい
う文を英語で表現する際に，日本語のシンタッ
クスから連想して，“I　this　book　read　want・’’
というような文でごり押する様なことは，考え
てもみなかった。それどころか，時制をまちが
えれば真っ青な顔をし，三人称単数現在のSを
おとしたりしたら，まるで重い罪を犯したかの
ように恥じ入ってしまったりした。
　しかしある意味では，そのような態度があっ
たからこそ厳密で学問的な翻訳文化が生みださ
れたのかも知れない。我々はよい意味でも悪い
意味でも英語に対して過度に意識的になってい
る。翻訳文化が発達したのは，英語に対する我
我の意識的な態度がプラスに働いた結果と考え
られる。この意識的な態度は，同時にマイナス
の方向にも働いて，実用英語が発展しなかった
という結果を生じたと考えられる。我々日本人
にとって，英語は，それが日常的なレベルで広
く流布するには，余りにも意識的な存在であり
すぎた。実用英語とは，特別に意識するべきも
のではないのである。あくまでも普段着であ
り，生活必需晶なのである。しかるに我が国に
は，ピジンイングリッシュのようなルーズで大
胆な言語活動の世界というものが存在しなかっ
た。我が国においては，幸か不幸か，学問的な
レベルでの英語文化は発達したが，日常的なレ
ベルでの英語技術は発達しなかった。それは我
が国の言語状況から必然的に生じた結果であ
る。
　　　　　　　　　　　（1986年10月13日受理）
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